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　新年明けましておめでとうございます。
　会員の先生方におかれましては、このコロナ禍
の中にて変わらず本連盟の事業にご理解とご尽力
を賜り深く感謝申し上げます。
　昨年4月に出された緊急事態宣言以降、患者の
受診控えが起こり、このまま不要不急の受診減少
が続けば会員の皆様方の経営への影響は避けられ
ない現状をいかに乗り越えるかを念頭に、衛生物
資の優先供給、助成金、慰労金、優遇貸し付け等に
ついて国会議員及び県議会議員、関係機関等へ積
極的に政治活動を続け懸命に折衝を行い続けて参
りました。
　Ｗｉｔｈコロナ時代が続くことで国民の受診行動
が変化する可能性があります。口腔ケアが重要で
あることは既に多くの国民に周知されているな
か、いかに受診を促すか今一度自院の診療形態を
見直すこと、そして安心して受診できる環境が整
備されていることが重要な事ではないでしょう
か。しかし未だ４割に近い会員が感染症対策助成
金の申請を行っていない状況です。この状況では、
未だ先の見えない状況のなか第二、第三の更なる
助成金等の折衝は困難となり、また今後の連盟活
動にも支障を及ぼし兼ねません。是非、速やかな
申請手続きを望みます。
　一方で、その政治活動を左右する組織代表の国
会議員の待望論が会員から上がるなか、日本歯科
医師連盟では通常通りの選考を行うことが決定さ
れました。組織代表候補者を選出するために日本
歯科医師連盟組織代表選出候補者選考委員会が立
ち上げられ、全国の歯科医師連盟会員から広く公

募する形になりました。しかしながら、組織代表
選出候補者選考委員会では先の参議院議員選挙に
おいて支援を行った山田 宏氏（非会員）が選出
答申され、日本歯科医師連盟評議員会にてこの答
申結果について投票による決議が実施され、賛成
５２対反対２０の評議員の投票結果により可決承認さ
れました。
　迂回献金事件以降、日本歯科医師連盟は通常通
りの選挙は行わないとしたなか、実際には山田宏
氏を支援しました。また、昨年夏の参議院選挙に
おいても、紆余曲折した結果、比嘉なつみ氏を支
援するも落選。その結果責任も有耶無耶にされた
中、候補者推薦規則には『歯科医療に関する専門
的見識を有する者』と記されているにも関わらず、
目先の政治力に頼り、歯科医師でない候補者を組
織代表としました。
　歯科医師である組織代表を国政に送るべきと訴
えた神奈川県歯科医師連盟の大義は過ちであった
かのような評をされておりますが、その中で勇気
を持って立候補された萩原鉄也氏（秦野伊勢原歯
科医師連盟会員）には改めて敬意を表します。
　参議院厚労委員会に歯科医師である議員が不在と
なれば、結果はどうなるのか。行政との折衝にエビ
デンスを説く事のできない議員がいかに臨むのか。
他の医療団体からはどの様に写っているのか。非会
員である候補者を我々会員の浄財で選挙に臨む事
に疑問を感じないのでしょうか。
　組織の決定には従うべきであることは充分理解
しております。しかし、納得の出来ない事項につ
いては、引き続き信念をもって日本歯科医師連盟
へ働きかけて参ります。
　私の任期も残り僅かになりました。菅総理大臣
の座右の銘「意志あれば道あり」を心に刻み、未
だ先の見えない現状、歯科医師会の明るい将来を
見据え、県歯執行部と連盟執行部が一丸となり、
会員皆様の力をお借りしながら、より良い歯科界
になるよう一つひとつ丁寧に努めて参る所存です。
　この新しい年がより佳き年となるようご祈念し、
連盟からの年頭のご挨拶とさせていただきます。

神奈川県歯科医師連盟
会長 鶴岡 裕亮 

意志あれば
道あり

新年のご挨拶
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年 頭 挨 拶令 和３年

内閣総理大臣
菅 義偉

　菅内閣が掲げる、全ての世代の方々が安心で
きる社会保障制度を構築する上で、口腔内の健
康によって健康寿命の延伸を目指す歯科医師の
皆様の役割は益々重要です。本年も、皆様方の
ご活躍を心より期待いたします。

　10月14日（水）に、全国の歯科医師連盟に先駆
け、菅義偉新首相への表敬訪問を行った。本連盟
からは鶴岡会長、長崎理事長、川越常務、加藤木
相談役、萩原相談役、県歯からは松井会長、花木

事務局長、仲介役として島村参議院議員と中大窪
秘書が参加した。その後、小此木八郎国家公安委
員長、坂井学内閣官房副長官、三原じゅん子厚生
労働副大臣への表敬訪問も実現した。

さらなる信頼関係の構築へ 〜菅首相へ表敬訪問〜

菅内閣総理大臣
（神奈川２区 西・南・港南）

坂井内閣官房副長官
（神奈川５区 戸塚・泉・瀬谷）

小此木国家公安委員長（神奈川３区 鶴見・神奈川）

三原厚労副大臣
（参議院神奈川県選挙区）
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　明けましておめでとうございます。
　菅内閣で、規制改革を担当することになりました。
人と地球に優しく、不正、不公正、不便に厳しい規制
改革を実現するために努力して参ります。
　懸案の支払基金改革にも力を入れます。今年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

行政改革大臣
河野 太郎 小此木 八郎

国家公安委員長

　新年おめでとうございます。本年も歯科医師連盟様
との連携をより一層強化して、国民の健康増進を図っ
てまいります。皆様方におかれましては、益々のご支
援ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

土井 隆典

自由民主党
神奈川県支部連合会
幹事長

　謹んで新春をお祝い申し上げます。
　歯科医師連盟の皆様方には新型コロナウイルス感染症拡
大防止における献身的な取り組みに心から敬意を表します。
　健康は歯と口から。今年こそ笑顔の暮らしを取り戻しま
しょう。

　謹んで新春の祝詞を申し上げます。神歯連盟の皆様にお
かれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し
上げます。歯の寿命を延ばし国民の健康の保持増進に尽
力されている皆様のご健勝とご発展をお祈り申し上げます。

財務副大臣
中西 けんじ

山田 宏

次期参議院
組織代表候補

　新年おめでとうございます。「辛
かのと

丑
うし

」の年は、「痛み
を伴いながらも新芽が蓄えられる年」です。歯科を国
の健康政策の主柱とし、歯科界が正当な評価を受けら
れるよう、今年も全力で働く決意です。

　豊かな人生100年時代を過ごすためには、口腔の健康
維持が不可欠です。コロナ下における歯科医療へのご
尽力に敬意を表しますとともに、貴連盟のますますの
ご発展と皆さまのご多幸を心よりお祈り申し上げます。

小泉 進次郎
環境大臣

　世界規模の困難の中、歯科医療の現場でご尽力頂い
ている神奈川県歯科医師連盟の皆様に、心から御礼申
し上げます。感染防止対策と歯科健診の機会拡大の為
に尽力して参ります。本年もよろしくお願い申し上げます。

厚生労働副大臣
三原 じゅん子
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萩原候補惜敗 〜次期参議院組織代表候補選〜
　「組織代表は、歯科医師でなければならな
い」を本連盟の大義として、伊勢原の萩原鉄
也会員を推薦した。しかし、10月16日開催の
日歯連盟　次期参議院組織代表選挙候補者選
考委員会において山田宏氏（参議院議員）が
選考規定である3分の２を上回る票を獲得し、

結果萩原候補は選考されなかった。続く10月
30日開催の日歯連盟第141回臨時評議員会に
て、山田氏が次期参議院比例代表選挙の日歯
連盟推薦候補者に正式に決定した。
　歯科医師ではない山田氏が、歯科界のこと
を第一に考えて活躍して頂けることを祈りたい。

　あけましておめでとうございます。旧年中は神奈川
県歯科医師会ならびに連盟の皆様より格別のご高配
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　健康で質の高い生活を営むためには歯・口腔の健
康の保持・増進を図ることがとても大切であり、コ
ロナ禍においても継続して歯科医療を提供すること
は非常に重要です。
　私は、安心安全面でも経営面でも、先生方が不安
なく診療できるよう引き続き政府へ働きかけて参り
ます。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

新年のご挨拶
参議院議員　島村 大

副会長　徳永寛司　�今年も頑張りましょう！
理事長　長崎康俊　�コロナに負けるな！感染対策支援の充実！

神奈川県歯科医師連盟　広報委員会

常務理事・委員長　山田剛久
ピンチはチャンス！地域貢献は安定した経営から。今年
も皆様の生活基盤を守ります。

副委員長　飛田　暁
県内選出大臣が菅総理はじめ４人。さらに親密になれば
歯科界はもっと明るくなるはず。委員　宇佐美　貴弘

今年はさらに光り輝く連盟になるよう祈念いたします。 委員　金井　久弥
新たなる年をみな様と共に迎えることができ、謹んでお喜
びを申し上げます。
会員皆様のための連盟です。今年もよろしくお願いします♡

編集後記
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